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日本産両生類の寄生虫相

IIL吸虫類の崎形２例について

内田明彦板垣博

麻布獣医科大学寄生虫学教室

(昭和51年３月３日受領）

吸虫類の崎形に関しての報告は比較的少ない．崎形の
材料及び方法

発生する部位別に過去の報告を分類してみると，Ｔａｂｌｅ

ｌの様に，腸管，卵黄腺，ラウレル氏管，卵巣，子宮，材料は1969年より1975年まで日本各地より採取した多

精巣などの崎形が報告されている．これら崎形の大部分数の両生類の吸虫類で，圧平後70％アルコールあるいは

は欠除あるいは発育異常のものが多い．また報告されてシャウジン氏液で固定，ハイデンハイン鉄へマトキシリ

いる吸虫の種類も少ない．ンあるいはカーミン染色液にて染色した標本を用いた．

今回著者等は，日本産両生類の寄生虫相を調査してし、
結果

る時に，精巣過剰であるMsocoeZ〃,zeJo"gaZaGoto

etOzaki，１９２９と，－側卵黄腺欠除のＧ妙ＺＭ〃"ｓｌ）CZyｶｫﾙ/〃"ｓγz`gocα"ａａｒａ（Yoshida，1916）

γ'`gｏｃａｍａＺａ（Yoshida，1916)の崎形虫体があった．日本各地のトノサマガエルＲａ"α〃igγo"zαα【ルメαお
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Figs、1-2．Ｇｂ'PZMﾉ"/'１ｓ'wgocaz``α/α(Yoshida，
1916）

１－ｎｏｒｍａｌｂｏｄｙ

２－abnormalbody

Figs、３－４．McsocoeZiZ"〃ＣＩＯ"ｇａＺａＧｏｔｏｅｔＯｚａｋｉ，
１９２９

３－ｎｏｒｍａｌｂｏｄｙ

４－abnormalbody
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Table2Measurements（ｉｎｍｍ）ｏｆnormalandabnormalspecimensof

G，７ｗｇｏＣα"‘α、

Ｎｏｒｍａｌｂｏｄｙ
(Yoshida，1916）

Ａｂｎｏｒｍａｌｂｏｄｙ
(Thepresentauthors）

Ｂｏｄｙlength

Bodybreadth

Oralsucker

Acetabulum

Esophagus

Ovary

Testis(right）

（left）〃

Cirruspouch

Eggs

１．１５－４．２

０．５－１．１

０．２９×０．２５

０．１５×０．１３

０．１６－０．３

０．１５－０．３５×０．１３－０．３

０．１８－０．５１×０．１３－０．４５

２．０

１．０

０．２８×０．２６

０．１９×０．１７

０．１１

０．２３×０．１３

０．２８×０．２２

０．２２×０．１６

０．７７×０．２６

0.034-0.038×0.023-0.0270.034-0.04×０．０２－０．０３

Table3Measurements（ｉｎｍｍ）ｏｆnormalandabnormalspecimensof

M・CJC"ｇａＺａ

Ｎｏｒｍａｌｂｏｄｙ
(GotoetOzaki，1929）

Abnormalbody
(Thepresentauthors）

Ｂｏｄｙlength

Bodybreadth

Oralsucker

Acetabulum

Esophagus

Ovary

Testis（right）

（left）〃

〃

Cirruspouch

Eggs

１．７８－１．８２

０．４２０．４６

０．２２－０．４６

０．１７

０．０７

０．１０－０．１１

０．１０－０．１２

０．１０－０．１４×０．０７－０．０９

１．６

０．４４

０．２５

０．１８

０．０７

０．１１

０．１３×０．１３

０．１２×０１１

０．１３×０．１３

０．１４×０．０６

0.038-0.052×0.022-0.030

０．１３×０．０５′

０．０４－０．０４３×0.025-0.027

載と一致する．そこから発した総卵黄輸管は，ラウレル

氏管直後で，単管のまま，輸卵管に開いている．卵形成

腔，ラウレル氏管には異常はみられず，その他卵子にお

いても形態上，発育状態にもなんらの異常をみとめな

い，さらに左側の卵黄腺には，代償性肥大もみとめられ

ない．Ｔａｂｌｅ２に正常，異常個体における主要臓器の

測定値を示す．

２）A化socoeZ/""ｚｅＺｏ"gaZaGotoetOzaki，１９２９

1974年４月，熊本県天草群富岡で得られたイモリ

TriZz`'一z(ｓ〃γγAogaS/どγ約100匹を解剖し，約200個体の

MbSoCoeZi""ｚｅＺｏ"ｇａＺａが得られた．本種は日本各地に

分布していて(内田・板垣，1974)イモリの小腸に寄生す

る吸虫である．

正常標本では，Ｆｉｇ．３に示す様に，精巣は球形か，

よびツチガエルＲａ"αγ"９０sαの小腸内からえられた本

吸虫約500個体の中に，11974年４月，静岡県浜松市郊外

で得られたトノサマガエルに寄生していたものに卵黄腺

一側欠除の虫体がみられた．

正常虫体は，Ｆｉｇ．１の様に卵黄腺は体のほぼ中央両

側にあって，前端は大体精巣のレベルにあるが，個体に

よっては，もつと前方の腸管の末端よりも少し<前方に

ある．卵黄腺小胞は楕円形で，多数群をなして連り，主

として，腸管の外側にあるが，時にはその腹側に広が

り，あるいは更に内側にまで達することもある．総卵黄

輸管はラウレル管が出ているところよりも少し離したと

ころで，輸卵管に開き，この部に卵殼腺がある．

今回得られた崎形虫体では，Fig.２に示すように，右

側の卵黄腺は全く欠如しているが，左側の卵黄腺は原記

（４０）



173

あるいは卵形で，２個が腹吸盤の近くに相称的に並んで

いることもあれば，左右が多少前後にずれていることも

ある．左下の精巣から発した小輸精管は，前方に走行

し，貯精嚢の所で合流している．しかしながら今回えら

れた精巣崎形標本ではＦｉｇ．４に示すように，正常標本

にみられる精巣のほかに，やや左側よりさらに，もう１

つの精巣があり，その位置は，貯精嚢の直下で，それぞ

れの精巣から発した小輸精管は，貯精嚢の所ですべて合

流し，貯精裏に入っている．

過形成の精巣は，大きさは，0.13×0.13ｍｍで，正常

なものと大きさは同じであり，また内部構造上も，精子

が充満しており，精巣としての十分な働きをなしてい

る．また本精巣があることにより，他の器官の位置的変

化などはまったくみられず，卵子の所見においても，形

態上，発育上からもなんらの異常をみとめない．Table

３に主要器官の測定値を示す．

ある．

また1974年４月，熊本県天草郡富岡で得られたイモリ

からMbsocoeZiz"〃CJC"gzzZaGotoetOzaki，１９２９が

みられ，その中の－虫体に精巣過形成虫体があった．本

吸虫は２個の精巣を有するのが普通であるが，得られた

虫体は，精巣３個有し，それぞれの精巣は形態的に観察

しても，その機能をはたしている．寄生虫において過形

成は今まで吸虫類では報告はみられない事から，非常に

珍らしい事と思われる．
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考察

卵黄腺一側欠除の報告は，山下(1937)が，大阪付近の

トノサマガエルから得たＧγ"ｇｏｃａＭａｒａより報告が

あり,今回得た標本は第２例日となる．本吸虫はUchida

andItakagi（1975）により日本各地に分布している事が

判明しているが,約500匹検査した標本の中で崎形虫体は

１匹しかみとめられず珍らしいものと思われる．卵黄腺

異常の報告は数少なく，Manter(1927)はLechirioγc肋

γα〃z`ｓから，Travassos(1928)はHbJico"!erγαα､ﾉｿﾞﾙ

ｧ"ezricaから崎形を報告しているのみである．

またＭ・eJo"gα、の精巣の過形成は非常に珍らしく

精巣欠除あるいは発育不全という報告は，Bhalerao

(1926)はＥＣ/ii"osromacoru"s,宮田（1940）はＨｂＺＣｒ‐

OPhyes〃oce,Js，ｄｏ"o,-cﾉｶｉｓｓｉ"e"sｉｓ,およびKobayashi

eZaJ．（1938）はαo"ｏｒｃｈｉＳＳ伽"ＳｉＳに位置および形態

異常をみつけているが，さらにはTravassos（1928）は

Ｈ脱ＣＯ'"etraaqy,,Z"ＺａｒｉＣａに精巣の転移を報告してい

る．今回えられた標本のような，精巣の過形成という報

告はみあたらない．

結

》畑

1974年４月に，静岡県浜松市郊外で得られたトノサマ

ガエルの腸管に寄生していたGZypZ比Z)"/"ｓγ"gocα"

αα、（Yoshida，1916）の虫体に右側の卵黄腺が欠如し

ているものが見られた．これは，山下(1937,38)が本吸

虫において同様報告しており，今回は第２例目の報告で

（４１）
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ＳＴＵＤＩＥＳＯＮＴＨＥＡＭＰＨＩＢＩＡＮＨＥＬＭＩＮＴＨＳＩＮＪＡＰＡＮ

ＩＩＬＡＢＮＯＲＭＡＬＩＴＩＥＳＩＮＡＭＰＨＩＢＩＡＮＴＲＥＭＡＴＯＤＥＳ，ＭＥＳＣＯＥＬＩＵＭ

ＥＬＯＮＣｌＡＴＡＧＯＴＯＥＴＯＺＡＫ１，１９２９ＡＮＤＧＬＹＰＴＨＥＬＭｒＮＳ

ＲＵＧＯＣＡＵＤＡＴＡ（YOSHIDA，1916）

ＡＫＩＨＩＫｏＵＣＨＩＤＡＡＮＤＨＩＲｏｓＨＩＩＴＡＧＡＫＩ

(Ｄ"αγZ"'２"、/Ｐ`zrasiroJogy，Ａｚａ６〃ＶｂＺｅγi"αｒｙＣｂ此ｇＵ

ＦＭｈｉ"o6e・StJgα'"iﾉｶαγα２２９．Ｋα"αgaUﾉα，ＪｔＷ"）

ＯｎｅｏｆｔｈｅｓｐｅｃｉｍｅｎｓｏｆａｔｒｅｍａｔｏｄｅＧlyPZM'"伽γ"gocaz`ααZα，foundfromfrogsRα"α

"ig7o"zac"mZacollectedinAprill974，nearHamamatsuCity，ShizuokaPrefecture，didnot

possesstherightvitellariaandvitellineduct．Thisisthesecondreportofdeformityofthe

vitellariafollowingthefirstonebyYamashitainl937、

OnehyperformedspecimenwasfoundamongthetrematodesMesocoeZi""ｚｃＺｏ"ｇａＺａｏｆ

ｎｅｗｔｓＴγ/〃γ"SPDﾉγγﾉｶogastcrcollectedinAprill970atTomiokaofKumamotoPrefecture・

Thistrematodespecimendevelopedonemoretestisinadditionｔｏｔｈｅｎｏｒｍａｌｔｗｏｔｅｓｔｅｓａｎｄ

ｔｈｅｓｅｔｈreetestesappeartofunctionnormallyfromtheirhistologicalobservations、Noreport

hasbeenpublishedonhyperproductionofthetestesinanyspciesoftrematodes，thoughthe

defermityoftheorganhasbeenreportedbyRuszkoｗｓｋｉ（1925)，Bhalerao（1926)，Travassos

(1928）andYamashita（1937,1938)．

（４２）




